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ABSTRACT 

Impregnation methodology for identification of the micro-pore relevant for mass transport has 

been developed and its usefulness is discussed. An appropriate experimental method is proposed 

for evaluating microscopic pore structure and fracture system generated in the intact rock. The 

usefulness of the method is evaluated and the resu1ts are summarized as follows: 

1) Impregnation experiment is effective to identifY the micro-crack with the scale offew micrometers 
physically damaged in the granitic rocks especially by fau1ting. 

2) Several structural types of microscopic pore and fracture with the scale ofless than few tens of 

micrometers can be identiちrwith this impregnation method. This methodology is useful not 

only for the identification of originally formed pores but also the pores contributed for the mass 

transport in the matrix of rock specimens. 

1.はじめに

岩石中には、大小さまざまな空隙が存在する。これらの空隙の構造やサイズ、存在の程度は岩石の種

類に大きく依存する。このような岩石中に存在する空隙が、岩体中を移動する地下水や、地下水中の搭

存物質(元素)の移動経路として重要な機能を果たすことが最近の調査で明らかになりつつある(例え

ば、 Yoshidaet αl.， 1994; Frieg et αl.， 1999)。また移動経路としてだけでなく、これらの溶存物質の

吸着・遅延の場としても重要な役割をなすことが指摘されている CYoshida，1994) 0 

岩石中の空隙構造が有するこのような働きは、環境問題の 1つである高レベル放射性廃棄物の地層

処分など、地質環境中に埋設し、長期に渡って将来の人間の生活環境から隔離することを目的とする

様々な廃棄物の処分方法において、とくに重要視されている点である (Savage，1995)。これらの処分・

隔離方法では、万が一、地質環境中に汚染物質が漏れ出た場合でも、岩石中の微小空隙内を物質が通過

する際に空隙周辺の鉱物によって吸着され、汚染物質の拡散が制御されるという「バリア機能」が期待

されている (Chapman& Mckinley， 1988)。このような地質環境中のバリア機能は、岩石中の微小空

隙構造の特徴やサイズ・分布・量などを明らかにすることによって、はじめて定量的に評価することが

可能となる。

-7-














